
越

前

凶

内

称

名

級

制

階

考

石

浦

訓

枇

来

臨

考

新

引

右

柿

=

一
輪
一
岬
駐
紋
起

加
賀
式
内
仕
組
川
削
史
現
加
賀
一
州
式
内
枇
校
正
慰

在

社

調

書

論

御

飯

祭

の

排

諸

制

祉

考

加
賀
閥
郷
村
祉
函
別
総
制
祉
制
官
鋭
則

自

多

師

考

尾

山

紳

祉

来

阪

考

佐

那

武

駐

古

文

類

楽

寺

院

前

尼

鋭

則

質

問

寺

下

両

蛍

記

令

一

得

古

悩

芯

金

問

起

限

加

到

芯

徴

能

器

官

志

徴

結

中

芯

徴

加
賀
凶
諸
郁
昨
仙
沼
コ
一
州
倣
林
名
所
考

三

州

岡

地

庄

色

名

担

附

郷

来

凶

同
州
柑
沿
革
考

加

滞
貨
幣
帆
邸

前

m家
利

印

鑑

滞

公

判

物

別

坊

間

拾

説

抄

日

目

利

沼

山

町

雅

俗

拾

穂

集

緋

附

殺

抄

日
本
田
眠
異
担
問
注
悶
鉱
山
諸
人
名
考

成

お

難

釘

除

情

越

中

部

都

也

市

中

越

巾

辺

都

沼

郡

附

録

排

附

捻

芥

鋭

北

裕

謹

製

考

宗

良

親

王

記

事

向

仙

同

曾

把

大

夫

初

究

明

考

加
印
刷
凶
老
叙
岬
川
考
拙
附
組
地
紋
紗

北

魁

類

提
出
正
融
町
漸
得
統
把
附
録

制

似

々

揃

得

雑

記

挟

議

長

総

級

金

持

長

山

酔

録

州

事

訓

抄

北

同

地

袋

記

皆

同

王

州

国

維

新

鋭

明

治

職

員

A

Y

前

閉

山

治

験

制

金

抑

滞

名

家

由

緒

記

加

越

能
氏
族
川
田

加
材
陣
能
密
籍
一
見
線
終
的
山
考
々
霞
目
録

御
一
-
一
代
御
戦
功
の
杷
同
御
動
座
之
氾

同
御
官
位
補
任
之
記
附
旧
家
封
凶
隠
山
首
相
州
銀
録

利

治

期

夜

諮

問

陥

邸

公

治

政

微
妙
公

上
格
考

幸

若

保

山

考

松

風

裂

抄

澄

源

君

年

制

質

性

君

年

約

許

制

剖

の

m
曲

目
伽
抽
出
品
拍
手

間

モ
リ
生
モ
リ
マ
サ

森
田
盛
昌

泌
併
は
小
兵
衛
。

初
名
目
T

之
丞
自
由
皆
、
後
四
停
と
抑
制
し
た
。
斑
文
七
年

出
生
。
天
和
三
年
十
七
訟
に
て
滞
隠
茨
木
民
の
近
包

御
用
と
な
り
、ド以
手
間
年
九
月
交
政
し
た
ろ
そ
以
て

そ
の
扶
持
米
世
受
け
、
日
干
保
九
年
に
担
っ
て
政
凶
・
1

石
に
地
め
ら
れ
た
が
、
十
六
年
十

一
且
致
仕
し
て
三

人
扶
持
を
給
は
・
り
、
翌
十
七
年
十
一
且
サ
八
日
夜
し

た
。
享
年
六
十
六
。
人
と
な
り
恭
総
質
朴
、
政
も
古

風
を
好
み
、
そ
の
武
術
は
創
訟
の
外
鉛
術

・
馬
術
に

も
泌
じ
、
俄
技
と
し
て
舵
雨
脚
州
の
名
青
り
て
引
な
描

き
、
法
散
を
も
弄
し
た
。

時
間
邑
が
郁
容
を
捗
開
制
し
て

附
お
奴
滋
し
た
も
の
に
、
自
他
柏
町
U

沢
容

・
漸
得
統

杷
什
六
時
叫
が
あ
り
、
自
活
に
附
随
銀
三
容
の
外
、
能

障
耽
紀
行
一
容
・資
辛
子

一
巻
・飛
州
向
山
在
品
曲
線
抱
一

般
・巾
川
系
刷
一
怨
が
あ
る
。
こ
の
椛
呂
は
平
次
大

代
の
組
に
治
る
。

モ
リ
生
ヨ
シ
サ
ト

森
田
夏
郷
泌
総
大
作
。
初

跡
前
泊
、
間
印
刷
と
脱
し
、
抗
は
茨
木
氏
の
間
山
川
長

右
衛
門
惟
明
の
五
男
で
あ
っ
た
。
均
政
二
年
十
一
月

十
二
日
生
ま
れ
、
幼
名
を
小
次
郎
と
い
う
た
。
苧
和

元
年
十
二
訟
の
問
主
家
茨
木
氏
の
御
手
廻
役
と
な

り
、

一
人
扶
持

・
銀
二
枚
を
受
け
、
文
化
元
年
森
町

修
仰
に
子
益
せ
ら
れ
、
翌
年
元
服
し
て
武
布
衛
門
と

殴
め
、
三
年
五
人
扶
持
で
給
人
組
格
朗
人
前
と
な
り
、

十
四
年
一
人
扶
持
を
唱
し
て
近
封
筒
と
な
り
、
文
政

十
年
に
は
用
人
本
役
猷
下
行
方
本
役
に
任
じ
、
足
腕

支
配
を
鍛
ね
、
天
保
元
年
父
の
後
を
鎚
ぎ
品
開
六
十
石

を
受
け
、
十
一
日
ヰ
家
老
役
と
な
り
、
安
政
四
年
抗
且

茨

木

抑

制

考

究
ハ
川
若
年
綿

一

棋

倒

帥

湯
浅
三
輪
両
家
俗
説

モ
リ
チ
ョ
ウ
セ
ツ

森
兆
雲

泊
模
倣
之
助
。
訴

は
反
元
父
は
迎
。
芋
は
子
帯
。
兆
百
又
は
釣
苫
と
刷
配

し
た
。
四
川
の
凡
で
、
知
を
伊
駒
に
川
小
ん
だ
。
滞
米

の
人
。モ

リ
ツ
グ

盛

次

加

州

住
の一

代
鍛
冶
。

モ
リ
ト

森
戸

石
川
部
制
江
郷
に
鴎
す
る
都
町
問
。

モ
リ
ナ
ガ
シ
キ

盛
長
私
記

叫
旧
日
目
私
記
一
泊
」
1

一

容
は
、
紙
朝
と
昨
や
日
間
じ
く
す
る
安
建
隙
九
郎
椛
長

の
若
で
あ
る
と
仰
べ
ら
れ
、
そ
の
義
経
北
凶
町
市
の
記

事
は
、
肱
川
人
の
引
訟
に
供
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら

ず
、
越
殺
到
三
州
芯
の
之
に
よ
っ
て
本
仰
を
立
て
た

後
、
こ
の
地
方
に
在
つ
て
は
、
縦
長
私
記
を
知
る
も

知
ら
ぬ
も
、
皆
之
bHHE維
な
る
史
知
と
信
ず
る
に
京

っ
た
。
し
か
も
木
犯
の
間
作
な
る
こ
と
は
、
夙
〈
安

知
的
出
鉱
に
曲
師
ぜ
ら
れ
、
扶
桑
見
聞
私
犯
と
共
に
、
江

戸
時
代
に
於
け
る
加
際
仙
山
崎
の
郡
川
闘
で
あ
る
と
せ
ら

れ
る
。

仙
賂
は
初
め
水
野
栄
物
に
仕
へ
て
幻
儲
不
脅

と
い
う
た
が
、
後
抗
披
し
て
江
戸
の
背
山
に
住
ん
で

ゐ
た
。
そ
の
私
扶
桑
見
聞
私
記
は
、
E
u
妥
鈴
に
擬
し

た
文

mtv
mひ
た
が
、
後
に
川
H
e
f
交
り
と
し
、
外
凶

は
初
め
股
元
日
間
と
い
う
た
の
を
、
毛
利
倹
の
認
を

受
け
て
改
め
た
の
で
あ
る
。
享
保
中
成
島
誼
筑
之
に

考
諸
島
冗
加
へ
て
そ
の
俗
お
な
る
こ
と
そ
明
ら
か
に
し

た
。
耐
し
て
椛
長
私
犯
も
亦
防
元
日
記
と
性
質
そ
同

じ
〈
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
椛
長
私
犯
に
於
け

る
邸
油
田
町
北
同
前
の
杷

mは
、
『
強
州
北
川
町
問
、
付
逝--

安
宅
之
開

mm門
前
部
駒
山
剖
鑑
白
井
上
之
難
民
二
串
』
の

十
抗
日
明
日
し
た
。
平
年
六
十
入
。
人
と
な
り
府
白
、

文
武
諸
型
宇
-
脚
み
、制
献
に
は
互
凶
の
蹴
を
用
ひ
た
。

若山告
に
約
附
随
銃
三
容
・務
主
公
御
年
袖
川
入
品
世
・
北
話

法嗣
三
容
・
越
路
土
産

一
容
・
町
議
問
木
紫
袋
一

一巻
・約
漸

観
測
記
三
十
八
容
が
あ
る
。
良
郷
は
年
次
の
父
で
あ

る。

毛

八
五
四

保
に
犯
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
、
初
進
帳
を
哨
叫
ん
だ

怖
を
俊
訟
で
あ
る
と
す
る
は
、
格
闘
安
宅
と
晶
閉
そ
叩
叫

に
し
、
義
経
が
凹
闘
を
越
え
た
後
、
山
根
介
之
脅
迫
う

て
芳
醇
を
始
。
、
仲
間
闘
の
『
喝
ろ
は
綿
の
水
』
の
山

世
奏
し
た
と
す
る

一
的
は
、
総
附
に
の
み
あ
っ
吃
、

椛
長
私
記
に
は
省
い
て
民
る
。

モ
リ
へ
イ
ゾ
ウ

森
平
一路
元
徹
十
五
年
御
山
間

方
坊
主
と
な
り
、
平
保
元
年
御
歩
前
、
二
年
新
幣
叫
川

に
地
み
、
入
年
新
知
百
三
十
石
常
的
師
、
九
年
一泊
十
お

そ
加
へ
て
縦
外
に
列
し
、
十
四
年
六
且
市
御
土

-Mm

行
に
任
じ
、
延
竿
四
年
六
十
六
訟
を
以
て
裂
。
子
出

相
綴
い
で
絡
に
仕

へ
る
。

モ
リ
ベ
モ
リ
ト
モ

{
寸
部
盛
羽

白
山
本
宮
の
榊

屯
験
。
そ
の
愉
任
の
年
月
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。
白
山

富
班
m
即
時
帥
巾
記
録
に
、

『
元
亨
二
年
十
一
月
六
日
午
日

祭
穂
之
時
、
九M

閏
「
祉
制
主
服
部
出
問
朝
、
箆
=
上
道
氏
助
一

被
ユ
脱
出
回
二
百
々

、
磁
樹
論
ノ
怒
趣
也
。
似
拝
殿
一
て
γ

令
=
MA
ω
一
於
z
彼
岸
町
-
令
L
U笥
-
去

h
k

。』
と
あ
ろ
。

服
部
は
守
部
で
あ
る
。

モ
リ
ミ
ツ

盛
光

加
賀
の
刀
工
。
加
州
位
同
日
光

と
切
る
。
郎
安
頃
。

モ
リ
モ
ト

森
下

河
北
側
に
雨
森
下
北
ぷ
一
卜

の
二
也
が
あ
白
、
前
者
は
升
上
庄
に
、
後
者
は
五
・
ワ

庄
に
邸
す
る
。
源
平時
日
袋
記
惇
武
二
年
に
、『
加
引
凶

井
家
・訟
指
多
・荒
井
・関
野
・
竹
締
・大
陸
・
烏
川
森

本
ま
で
辿
た
り
。
』
コ一
宮
古
記
近
年
水
引
制
人
沙
汰
地

分
都
に
、『
隷
下
村
紺
三
削
冊
。
』
な
ど
a
A

見
え
る
。

モ
リ
モ
ト

森

本

初

昨
都
押
水
大
裕
庄
に
邸
す

る
部
族
。

モ
リ
モ
ト
ガ
ハ

森
下
川

河
北
部
自
江
山
の
悶

北
に
渡
し
て

m，
島
に
抽
出
れ
る
も
の
を
悶
，
ぬ
川
と
い

ひ
、
そ
の
北
に
波
し
て
涜
山
に
流
れ
る
も
の
キ

-m古

川
と
い
ふ
。
こ
の
こ
水
二
伎
に
相
曾
し
て
ご
伐
川
と


